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研究課題：ほ場整備機械作業による透排水性低下を回避する土壌管理指標と改善対策
(農地整備機械作業における透排水性低下を回避する土壌水分の設定)

担当部署：中央農試 農業環境部 環境基盤科
協力分担：農政部設計課、同農村計画課
予算区分：事業調査費
研究期間： ～ 年度(平成 ～ 年度)

基盤整備機械作業によって発生するほ場の透排水性低下の要因を明らかにし、それを防
止するため、透排水性低下の予測及び改善対策を確立し、土壌管理指標を策定する。

（注：調査内容はほ場毎に異なる）( )ほ場整備を行った現地ほ場の土壌物理環境実態調査
調 査 地： 区画整理）渡島、胆振、石狩、空知、上川の延べ 地区 ほ場（

（暗きょ排水）空知、十勝の約 ほ場
調査時期：施工前、施工中、施工後、改善対策実施後のうち ～ 時期
調査項目：土壌断面調査、堅密性、一般物理性、孔隙特性、透水性、力学性

( )火山性土壌地帯における農地の堅密化実態調査
調 査 地：伊達市全域 ほ場
調査項目：貫入抵抗値、表層( )と次層( )の粒径組成、腐植含量

( )区画整理施工ほ場の土壌物理性は、特に ～ の次層において不良となる例が多
く透水性はばらつきが大きかった。また、同一ほ場における施工前後の土壌物理性の比較
では、これらの土壌物理性が悪化する傾向が明らかで透水性の低下も示された(表 )。泥

、 。炭土や低地土では土壌構造の消失 火山性土では粗孔隙の減少や堅密化の影響と思われた
( )区画整理の施工は火山性土を除き液性限界に近い高めの土壌水分条件で実施すること
が多かった。一方、各ほ場の土壌コンシステンシーは土壌や土層による差が大きかった。
( )暗きょ排水の埋め戻し土の含水比は高く乾燥が不十分で、崩れやすい土壌では透水性
が低下しやすかった(図 )。従って埋め戻し時には十分な乾燥と過剰な転圧は避けるべき
である(表 )。
( )火山噴出物を母材とする ～ （農学会法土性）の土壌では、区画整理の施工により
土層全体が堅密化する現象が発生した(図 )。これらは、塑性限界付近の比較的乾燥した
土壌水分条件で発生すると思われた。
( )以上の実態から、透水性低下要因として堅密化と練返しが重要と考えられた(表 )。
前者については粗粒な火山性土や最適含水比における圧縮・締固め及び母材や砂礫層など
自然生成的硬盤層が影響し、後者については液性限界より高水分での土壌の掘削や移動に
伴う土壌物理性悪化の影響が大きいと予想された。
( )区画整理の土壌管理指標値として、堅密化と練返しによる軟化の両方の観点から、土
壌の硬さは貫入抵抗値 ～ （山中式土壌硬度 ～ ）が望ましいとした。堅
密層の判断指標には容積重を併用し 以下とした（表 )。
( )区画整理時の堅密化により透水性が低下したほ場では、改善対策としてパンブレーカ
ーによる心土破砕が有効であった(表 )。また、練返しの対策として、心土破砕より暗き
ょ排水を優先させるべきとした(表 )。



単位： ( )表 区画整理前後のインテークレートの変化

図 火山性土地帯における粒径と最大貫入抵抗値図 暗きょ埋め戻し土の物理性比較

表 ほ場整備機械作業による透排水性低下を回避する土壌管理指標と改善対策

４．成果の活用面と留意点
( )本成果は汎用田のほ場整備を実施する際の土壌管理指標と改善対策である。
( )本成果は主として汎用田に適用し、暗渠排水については畑地でも参考にできる。

５．残された問題とその対応
( )施工時期の拡大方策の検討と実証
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